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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指の爪部に対応する爪領域画像を取得する爪領域画像取得手段と、
　爪先形状を指定する爪先形状指定手段と、
　前記爪領域画像取得手段により取得された爪部の長さ方向の寸法を測定する爪長さ測定
手段と、
　平面視における前記爪部の幅方向の見かけ寸法を測定する見かけ寸法測定手段と、
　前記見かけ寸法測定手段によって測定された前記爪部の幅方向の見かけ寸法に対応する
爪実寸幅を取得する爪実寸幅取得手段と、
　前記爪実寸幅取得手段により取得された前記爪部の爪実寸幅に対応する爪幅付加画像を
生成する爪幅付加画像生成手段と、
　前記爪長さ測定手段により測定された前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形状指定手
段により指定された爪先形状とに基づいて爪先延長画像を生成する爪先延長画像生成手段
と、
　前記爪幅付加画像生成手段により生成された前記爪幅付加画像を前記爪領域画像の左右
側部に合成するとともに、前記爪先延長画像生成手段により生成された前記爪先延長画像
を前記爪領域画像取得手段により取得された前記爪領域画像の爪先部分に合成して、合成
爪領域画像を生成する合成爪領域画像生成手段と、
　前記合成爪領域画像生成手段により合成された前記合成爪領域画像の輪郭をネイルチッ
プシート上に印刷させる印刷制御手段と、
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　を備えていることを特徴とするネイルプリント装置。
【請求項２】
　前記爪領域画像取得手段は、複数の指についてそれぞれ爪部に対応する爪領域画像を取
得するものであり、
　前記爪長さ測定手段は、前記各指ごとに前記爪部の長さ方向の寸法を測定し、
　前記爪先延長画像生成手段は、前記各指ごとの前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形
状指定手段により指定された爪先形状とに基づいて前記各指ごとの爪先延長画像を生成し
、
　前記合成爪領域画像生成手段は、前記各指ごとの爪先延長画像を前記各指ごとの前記爪
領域画像の爪先部分に合成して、前記各指ごとの合成爪領域画像を生成し、
　前記印刷制御手段は、前記各指ごとの合成爪領域画像の輪郭をネイルチップシート上に
印刷させることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項３】
　印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定手段をさらに備え、
　前記印刷制御手段は、前記デザイン指定手段により指定されたデザイン画像と前記合成
爪領域画像生成手段によって生成された前記合成爪領域画像の輪郭とをネイルチップシー
ト上に印刷させるものであることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のネイルプリ
ント装置。
【請求項４】
　指の爪部に対応する爪領域画像を取得する爪領域画像取得ステップと、
　爪先形状を指定する爪先形状指定ステップと、
　前記爪領域画像取得ステップにより取得された爪部の長さ方向の寸法を測定する爪長さ
測定ステップと、
　平面視における前記爪部の幅方向の見かけ寸法を測定する見かけ寸法測定ステップと、
　前記見かけ寸法測定ステップにおいて測定された前記爪部の幅方向の見かけ寸法に対応
する爪実寸幅を取得する爪実寸幅取得ステップと、
　前記爪実寸幅取得ステップにより取得された前記爪部の爪実寸幅に対応する爪幅付加画
像を生成する爪幅付加画像生成ステップと、
　前記爪長さ測定ステップにおいて測定された前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形状
指定ステップにおいて指定された爪先形状とに基づいて爪先延長画像を生成する爪先延長
画像生成ステップと、
　前記爪幅付加画像生成ステップにより生成された前記爪幅付加画像を前記爪領域画像の
左右側部に合成するとともに、前記爪先延長画像生成ステップにおいて生成された前記爪
先延長画像を前記爪領域画像取得ステップにより取得された前記爪領域画像の爪先部分に
合成して、合成爪領域画像を生成する合成爪領域画像生成ステップと、
　前記合成爪領域画像生成ステップにおいて合成された前記合成爪領域画像の輪郭をネイ
ルチップシート上に印刷させる印刷制御ステップと、
　を含んでいることを特徴とする印刷制御方法。
【請求項５】
　印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定ステップをさらに備え、
　前記印刷制御ステップは、前記デザイン指定ステップにより指定されたデザイン画像と
前記合成爪領域画像生成ステップによって生成された前記合成爪領域画像の輪郭とをネイ
ルチップシート上に印刷させるものであることを特徴とする請求項４に記載の印刷制御方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネイルプリント装置および印刷制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、人の指の爪に文字や絵柄等のデザイン画像を印刷するネイルプリント装置が知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。
　ネイルプリント装置は、印刷しようとする爪を撮影手段で撮影して印刷対象となる爪領
域を検出し、この検出された爪領域にユーザが選択したデザイン画像をインクジェット方
式の印刷ヘッド等を用いて印刷するものである。
　このような装置を用いれば、ネイルサロン等を利用することなく、簡易にネイルプリン
トを楽しむことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００３－５３４０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のネイルプリント装置のように、インクを人の爪の上面に直接に噴
射して印刷する場合には、ユーザは印刷動作の間、指を動かさないように固定したまま待
っていなければならず、負担が大きい。
　また、インクジェット方式の印刷ヘッドを用いて印刷を行う場合、インクミストが爪の
周辺に飛散することがあり、印刷の際に指にインクが付着して汚れてしまうおそれもある
。
　さらに、爪に直接印刷した場合には、印刷されたデザイン画像を他のものに変えたいと
思った場合、除光液等を用いて印刷されている画像を消さなければならず、手間がかかる
。このため、服装や気分に合わせて手軽にネイルプリントを変えておしゃれを楽しむこと
ができないという問題もある。
【０００５】
　また、爪を長く伸ばしておしゃれを楽しみたいとの要望もあるが、従来のネイルプリン
ト装置のように、ユーザ自身の爪に印刷を施す場合には、長い爪に印刷を施したい場合に
、自分自身の爪を長く伸ばさなければならない。
　しかし、爪が伸びるまでには時間を要し、また、長く伸ばした爪で日常生活を送ること
は不便も多く、イベント等の際にだけ長い爪でネイルプリントを気軽に楽しみたいとの要
望もある。この点、爪に直接印刷を施すネイルプリント装置ではこのような要望に応える
ことができないとの問題があった。
【０００６】
　本発明は以上のような事情に鑑みてなされたものであり、必要なときだけ簡易に長い爪
でのネイルプリントを気軽に楽しむことのできるネイルプリント装置および印刷制御方法
を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載のネイルプリント装置は、
　指の爪部に対応する爪領域画像を取得する爪領域画像取得手段と、
　爪先形状を指定する爪先形状指定手段と、
　前記爪領域画像取得手段により取得された爪部の長さ方向の寸法を測定する爪長さ測定
手段と、
　平面視における前記爪部の幅方向の見かけ寸法を測定する見かけ寸法測定手段と、
　前記見かけ寸法測定手段によって測定された前記爪部の幅方向の見かけ寸法に対応する
爪実寸幅を取得する爪実寸幅取得手段と、
　前記爪実寸幅取得手段により取得された前記爪部の爪実寸幅に対応する爪幅付加画像を
生成する爪幅付加画像生成手段と、
　前記爪長さ測定手段により測定された前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形状指定手
段により指定された爪先形状とに基づいて爪先延長画像を生成する爪先延長画像生成手段
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と、
　前記爪幅付加画像生成手段により生成された前記爪幅付加画像を前記爪領域画像の左右
側部に合成するとともに、前記爪先延長画像生成手段により生成された前記爪先延長画像
を前記爪領域画像取得手段により取得された前記爪領域画像の爪先部分に合成して、合成
爪領域画像を生成する合成爪領域画像生成手段と、
　前記合成爪領域画像生成手段により合成された前記合成爪領域画像の輪郭をネイルチッ
プシート上に印刷させる印刷制御手段と、
　を備えていることを特徴としている。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のネイルプリント装置において、
　前記爪領域画像取得手段は、複数の指についてそれぞれ爪部に対応する爪領域画像を取
得するものであり、
　前記爪長さ測定手段は、前記各指ごとに前記爪部の長さ方向の寸法を測定し、
　前記爪先延長画像生成手段は、前記各指ごとの前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形
状指定手段により指定された爪先形状とに基づいて前記各指ごとの爪先延長画像を生成し
、
　前記合成爪領域画像生成手段は、前記各指ごとの爪先延長画像を前記各指ごとの前記爪
領域画像の爪先部分に合成して、前記各指ごとの合成爪領域画像を生成し、
　前記印刷制御手段は、前記各指ごとの合成爪領域画像の輪郭をネイルチップシート上に
印刷させることを特徴としている。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載のネイルプリント装置において
、
　印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定手段をさらに備え、
　前記印刷制御手段は、前記デザイン指定手段により指定されたデザイン画像と前記合成
爪領域画像生成手段によって生成された前記合成爪領域画像の輪郭とをネイルチップシー
ト上に印刷させるものであることを特徴としている。
【００１２】
　また、請求項４に記載の印刷制御方法は、
　指の爪部に対応する爪領域画像を取得する爪領域画像取得ステップと、
　爪先形状を指定する爪先形状指定ステップと、
　前記爪領域画像取得ステップにより取得された爪部の長さ方向の寸法を測定する爪長さ
測定ステップと、
　平面視における前記爪部の幅方向の見かけ寸法を測定する見かけ寸法測定ステップと、
　前記見かけ寸法測定ステップにおいて測定された前記爪部の幅方向の見かけ寸法に対応
する爪実寸幅を取得する爪実寸幅取得ステップと、
　前記爪実寸幅取得ステップにより取得された前記爪部の爪実寸幅に対応する爪幅付加画
像を生成する爪幅付加画像生成ステップと、
　前記爪長さ測定ステップにおいて測定された前記爪部の長さ方向の寸法と前記爪先形状
指定ステップにおいて指定された爪先形状とに基づいて爪先延長画像を生成する爪先延長
画像生成ステップと、
　前記爪幅付加画像生成ステップにより生成された前記爪幅付加画像を前記爪領域画像の
左右側部に合成するとともに、前記爪先延長画像生成ステップにおいて生成された前記爪
先延長画像を前記爪領域画像取得ステップにより取得された前記爪領域画像の爪先部分に
合成して、合成爪領域画像を生成する合成爪領域画像生成ステップと、
　前記合成爪領域画像生成ステップにおいて合成された前記合成爪領域画像の輪郭をネイ
ルチップシート上に印刷させる印刷制御ステップと、
　を含んでいることを特徴としている。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の印刷制御方法において、
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　印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定ステップをさらに備え、
　前記印刷制御ステップは、前記デザイン指定ステップにより指定されたデザイン画像と
前記合成爪領域画像生成ステップによって生成された前記合成爪領域画像の輪郭とをネイ
ルチップシート上に印刷させるものであることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、爪先形状指定手段により指定された爪先形状に対応する爪先延長画像
と撮影等により取得されたユーザの爪領域画像の爪先部分とを合成して、合成爪領域画像
を生成し、この合成された後の合成爪領域画像の輪郭（指定されたデザインを含むことも
可能）をネイルチップシート上に印刷させることができる。このため、ユーザ自身の爪部
よりも長いネイルチップを簡易に作成することができ、ユーザ自身の爪部上に、当該ユー
ザ自身の爪部よりも長いネイルチップを施すことができ、ネイルおしゃれを手軽に楽しむ
ことができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態を概念的に示した斜視図で、蓋体
を開いた状態を示している。
【図２】図１のネイルプリント装置の装置本体を概念的に示した斜視図である。
【図３】図２における装置本体を正面側から見た場合の断面図である。
【図４】図２における装置本体を右側から右側面側から見た場合の断面図である。
【図５】（Ａ）は、対象指の爪部の見かけ寸法と爪長さを説明する説明図であり、（Ｂ）
は、爪部の見かけ寸法と爪実寸幅との関係を示す説明図であり、（Ｃ）は、爪部の側部を
示す右側面図である。
【図６】図１のネイルプリント装置を示したブロック図である。
【図７】ＲＯＭに格納されている爪実寸幅対応付けテーブルの一例を示す構成図である。
【図８】ＲＡＭに格納されている爪領域関連データの一例を示す構成図である。
【図９】（Ａ）は、人差し指の爪領域画像、爪幅付加画像、合成爪領域画像を示す図であ
り、（Ｂ）は、親指の爪領域画像、爪幅付加画像、合成爪領域画像を示す図である。
【図１０】（Ａ）は、４本指用の指保持部材の側断面図であり、（Ｂ）は、４本指用の指
保持部材の正面図であり、（Ｃ）は、親指用の指保持部材の側断面図であり、（Ｄ）は、
親指用の指保持部材の正面図である。
【図１１】（Ａ）は、４本指用の指保持部材を裏返した状態の側断面図であり、（Ｂ）は
、本実施形態のネイルチップシートの断面図であり、（Ｃ）は、ネイルチップシートに印
刷後剥離層を剥離する状態を示す断面図であり、（Ｄ）は、切り離したネイルチップを指
の爪上に貼り付けた状態を示す断面図である。
【図１２】（Ａ）は、爪部にネイルチップを貼り付ける様子を示す正面図であり、（Ｂ）
は、爪部にネイルチップが貼り付けられた状態を示す正面図である。
【図１３】ネイルチップ印刷制御処理の全体の流れを示すフローチャートである。
【図１４】爪先選択処理のフローチャートである。
【図１５】爪領域画像変形処理のフローチャートである。
【図１６】印刷処理のフローチャートである。
【図１７】表示部の爪先形状表示画面の一例を示す図である。
【図１８】表示部の爪先形状選択画面の一例を示す図である。
【図１９】表示部の爪先形状確認画面の一例を示す図である。
【図２０】操作部と表示部のデザイン選択画面との一例を示す図である。
【図２１】表示部の指挿入指示画面の一例を示す図である。
【図２２】表示部の保持部材挿入指示画面の一例を示す図である。
【図２３】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部とその第１の指挿入部に挿入される
４本指用の指保持部材とを示した側断面図である。
【図２４】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部の第１の指挿入部に４本指用の指保
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持部材が挿入された状態を示した側断面図である。
【図２５】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部の第１の指挿入部に親指用の指保持
部材が挿入された状態を示した側断面図である。
【図２６】表示部の保持部材取出指示画面の一例を示す図である。
【図２７】表示部のシート載置指示画面の一例を示す図である。
【図２８】表示部の保持部材再挿入指示画面の一例を示す図である。
【図２９】図１のネイルプリント装置の指保持部材を裏返した状態を示した斜視図である
。
【図３０】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部の第１の指挿入部にネイルチップシ
ートが載置された４本指用の指保持部材が挿入された状態を示した側断面図である。
【図３１】５本分の合成爪領域画像の輪郭線及びデザイン画像が印刷されたネイルチップ
シートを示した図である。
【図３２】図３１のネイルチップシートから切り離された５つの爪用のネイルチップを示
した図である。
【図３３】５本分の合成爪領域画像の輪郭線が印刷されたネイルチップシートを示した図
である。
【図３４】図１のネイルプリント装置の一変形例を概念的に示した斜視図である。
【図３５】ネイルプリント装置の一変形例に設けられる表面領域画像取得手段を概念的に
示した正面図である。
【図３６】（Ａ）は、人差し指の合成爪領域画像の一変形例を示す図であり、（Ｂ）は、
親指の合成爪領域画像の一変形例を示す図である。
【図３７】（Ａ）は、人差し指の合成爪領域画像の一変形例を示す図であり、（Ｂ）は、
親指の合成爪領域画像の一変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態について、図１から図３３を参
照しつつ説明する。
　図１は、本実施形態におけるネイルプリント装置の外観を示す斜視図であり、図２は、
ネイルプリント装置の内部構成を示す斜視図である。
　本実施形態においてネイルプリント装置１は指の爪部に貼り付けられるネイルチップ７
０（図３１～図３３参照）を生成可能な装置であって、図１に示すように、ネイルプリン
ト装置１は、ケース本体２、蓋体４の他、ネイルチップ７０の生成に必要な情報の収集対
象となる爪に対応する指（対象指Ｕ）が挿入される指挿入部である第１の指挿入部２０ａ
等を備えるプリント装置本体１０、この第１の指挿入部２０ａに挿脱可能に構成された指
保持部材６等を備えている。
【００１７】
　ケース本体２及び蓋体４は、ケース本体２の上面後端部に設けたヒンジ３を介して、互
いに連結されている。
　上記ケース本体２は平面視で長円状に形成されている。このケース本体２の前側には開
閉板２ｃが起倒可能に設けられている。この開閉板２ｃは、ケース本体２の前面下端部に
設けたヒンジ（図示せず）を介して、ケース本体２に連結されている。この開閉板２ｃは
、ケース本体２の前面を開閉するためのものである。このケース本体２の前面が開放され
た状態で、ネイルプリント装置１は使用される。また、ケース本体２の天板２ｆには後述
する操作部２５が設置されている。さらに、蓋体４の内面には表示部２６が設置されてい
る。
【００１８】
　また、図２に示すように、ケース本体２にはネイルプリント装置１のプリント装置本体
１０が収容されている。このプリント装置本体１０は、印刷指固定手段を構成している印
刷指固定部２０、撮影手段を構成している撮影部３０、印刷手段を構成している印刷部４
０、制御手段を構成している制御装置５０（図６参照）、操作部２５及び表示部２６を備
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えている。これらのうち印刷指固定部２０、撮影部３０、印刷部４０及び制御装置５０は
機枠１１に設けられている。
　なお、機枠１１は下部機枠１１ａ及び上部機枠１１ｂから構成されている。そして、下
部機枠１１ａは箱状に形成され、ケース本体２の内部下方に設置されている。一方、上部
機枠１１ｂは下部機枠１１ａの上方で且つケース本体２の内部上方に設置されている。
【００１９】
　上記印刷指固定部２０は、機枠１１の中の下部機枠１１ａに設けられている。この印刷
指固定部２０は、下部機枠１１ａに設けられた第１の指挿入部２０ａ、第２の指挿入部２
０ｂ及び掴み部２０ｃによって構成されている。
【００２０】
　第１の指挿入部２０ａは、指の爪部に貼り付けるネイルチップ７０（図３１～図３３参
照）の生成に必要な情報の収集対象となる爪部Ｔに対応する指（以下「対象指Ｕ」とする
。図２３等参照）を挿入するための指挿入部である。本実施形態では、対象指Ｕが後述す
る指保持部材６に保持された状態で第１の指挿入部２０ａ内に挿入されるようになってい
る。
　なお、以下では、爪部Ｔのうち、親指の爪部をＴ１、人差し指の爪部をＴ２、中指の爪
部をＴ３、薬指の爪部をＴ４、小指の爪部をＴ５とする（図２３等参照）が、単に「爪部
Ｔ」としたときは、これらの爪部Ｔを総称するものとする。また、対象指Ｕのうち、親指
をＵ１、人差し指をＵ２、中指をＵ３、薬指をＵ４、小指をＵ５とする（図８等参照）が
、単に「対象指Ｕ」としたときは、これら対象指Ｕを総称するものとする。
【００２１】
　また、第２の指挿入部２０ｂは、対象指Ｕ以外の非対象指Ｎを挿入するための指挿入部
である。
　また、掴み部２０ｃは、第１の指挿入部２０ａに挿入された対象指Ｕと、第２の指挿入
部２０ｂに挿入された非対象指Ｎとで挟持可能な部分である（図２３から図２５参照）。
この掴み部２０ｃは第１の指挿入部２０ａと第２の指挿入部２０ｂとを仕切る隔壁２１に
よって構成されている。
　なお、上記第２の指挿入部２０ｂ及び上記掴み部２０ｃを設けなくてもよいが、これら
を設けることにより、第１の指挿入部２０ａ内に挿入された指保持部材６及びこれに保持
されている対象指Ｕをより安定させることができ、対象指Ｕを固定するために極めて有効
である。
【００２２】
　上記隔壁２１の上面は平坦な指保持部材載置面を構成している。この指保持部材載置面
は第１の指挿入部２０ａに挿入された指保持部材６を載置するためのものである。なお、
この指保持部材載置面は、上記第２の指挿入部２０ｂ及び上記掴み部２０ｃを設けない場
合には、上記第１の指挿入部２０ａの床面によって構成されることになる。
　この隔壁２１の指保持部材挿入側端部には膨出部２２が形成されている（図２３から図
２５参照）。この膨出部２２は、第１の指挿入部２０ａに指保持部材６を深く挿入し、第
２の指挿入部２０ｂに非対象指Ｎを深く挿入した際に、対象指Ｕ及び非対象指Ｎの付け根
が当接する部分に形成されている。この膨出部２２は、対象指Ｕと非対象指Ｎとで隔壁２
１（掴み部２０ｃ）を挟持する際に、対象指Ｕと非対象指Ｎとの付け根で包持されるもの
である。ここで「包持」とは、対象指Ｕと非対象指Ｎとの付け根が当接し、膨出部２２を
掴めることである。この膨出部２２の包持によって、手首の左右の振れや上下の振れが抑
制されて、手先を安定させることができる。
　この膨出部２２は、図２３から図２５に示すように、指保持部材６の挿入方向に沿った
断面で見た場合（側面視で）、隔壁２１の下面から下方に向けて膨出するように円形とな
っている。なお、膨出部２２の形状は、断面円形に限定されることなく、断面楕円形，断
面多角形等の非円形であってもよい。要は、対象指Ｕと非対象指Ｎとの付け根で包持され
る形状であればよい。
　なお、膨出部２２の大きさ、すなわち、隔壁２１の厚み方向の厚みは、対象指Ｕと非対
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象指Ｎとの付け根が膨出部２２に十分に当接するように、１～２ｃｍ程度が好ましく、隔
壁２１の厚みは、指先の腹が隔壁２１にしっかりと圧接できるように、膨出部２２の厚み
よりも０．５～１ｃｍ程度小さいことが好ましい。
【００２３】
　次に、撮影部３０について説明する。この撮影部３０は、図２から図４に示すように、
機枠１１の中の上部機枠１１ｂに設けられている。
　すなわち、上部機枠１１ｂに設置された基板３１の中央部下面には、ドライバーを内蔵
した２００万画素程度以上の画素を有するカメラ３２が設置されている。また、基板３１
には、カメラ３２を囲むように白色ＬＥＤ等の照明灯３３が設置されている。本実施形態
において、撮影部３０は、このカメラ３２及び照明灯３３を含んで構成されている。
　この撮影部３０は、照明灯３３によって対象指Ｕを照明し、カメラ３２によってその対
象指Ｕを撮影して、ネイルチップ７０の生成に必要な情報である指の爪部Ｔに対応する爪
領域画像を取得する爪領域画像取得手段である。
　なお、本実施形態において、撮影部３０のカメラ３２は、第１の指挿入部２０ａ内に挿
入されている対象指Ｕを１本ずつ撮影するようになっている。カメラ３２が１回の撮影に
おいて撮影可能な範囲は、対象指Ｕの指挿入方向（図５（Ａ）におけるＹ方向）について
は、第１の指挿入部２０ａ内に挿入され得る各種の対象指Ｕ（すなわち、親指Ｕ１～小指
Ｕ５）の爪部Ｔの長さ（図５（Ａ）における爪長さＨ）をカバー可能な範囲となっている
。また、対象指Ｕの幅方向（図５（Ａ）におけるＸ方向）における撮影可能な範囲は、第
１の指挿入部２０ａ内に挿入され得る各種の対象指Ｕ（すなわち、親指Ｕ１～小指Ｕ５）
を真上方向から見た平面視における爪部Ｔの幅方向の見かけ寸法Ｗａ（図５（Ａ）、図５
（Ｂ）参照）よりも大きくなっている。
　この撮影部３０は、後述する制御装置５０の制御部５１に接続され、該制御部５１によ
って制御されるようになっている。
【００２４】
　また、印刷部４０は、撮影部３０によって撮影された爪領域画像等に基づいて生成され
た後述の合成爪領域画像等を、ネイルチップ７０を生成するためのネイルチップシート７
（図１１（Ｂ）等参照）に対して印刷する印刷手段であり、図２から図４に示すように、
機枠１１（主に上部機枠１１ｂ）に設けられている。
　すなわち、上部機枠１１ｂの両側板には２本のガイドロッド４１が平行に架設されてい
る。このガイドロッド４１には、主キャリッジ４２が摺動自在に設置されている。また、
主キャリッジ４２の前壁４２ａおよび後壁４２ｂには２本のガイドロッド４４が平行に架
設されている。このガイドロッド４４には、副キャリッジ４５が摺動自在に設置されてい
る。この副キャリッジ４５の下面中央部に印刷ヘッド４６が搭載されている。
　本実施形態において、この印刷ヘッド４６は、インクを微滴化し、被印字媒体に対し直
接に吹き付けて印刷を行うインクジェット方式の印刷ヘッドである。なお、印刷ヘッド４
６の記録方式はインクジェット方式に限定されず、感熱印刷方式などの他の各種の印刷方
式が採用可能である。
【００２５】
　主キャリッジ４２は動力伝達手段（図示せず）を介してモータ４３に連結され、モータ
４３の正逆回転によって、ガイドロッド４１に沿って左右方向に移動ように構成されてい
る。また、副キャリッジ４５は動力伝達手段（図示せず）を介してモータ４７に連結され
、モータ４７の正逆回転によって、ガイドロッド４４に沿って前後方向に移動するように
構成されている。この主キャリッジ４２及び副キャリッジ４５の移動と、印刷ヘッド４６
からのインクの吐出とによって、指保持部材６のシート配置部６５（図１１（Ａ）等参照
）に載置されたネイルチップシート７への印刷が可能となる。
　また、下部機枠１１ａには、印刷ヘッド４６にインクを供給するためのインクカートリ
ッジ４８が設けられている。インクカートリッジ４８は、図示しないインク供給管を介し
て印刷ヘッド４６と接続されており、適宜印刷ヘッド４６にインクを供給するようになっ
ている。なお、印刷ヘッド４６自体にインクカートリッジを搭載する構成としてもよい。
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【００２６】
　印刷部４０は、これらガイドロッド４１、主キャリッジ４２、モータ４３、ガイドロッ
ド４４、副キャリッジ４５、印刷ヘッド４６、モータ４７及びインクカートリッジ４８等
を備えて構成されている。この印刷部４０のモータ４３、印刷ヘッド４６、モータ４７は
、後述する制御装置５０の制御部５１に接続され、該制御部５１によって制御されるよう
になっている。
【００２７】
　操作部２５は、ユーザが各種入力操作を行うための入力手段である。操作部２５は、ケ
ース本体２の天板２ｆに設けられており、本実施形態における操作部２５には、電源キー
２５ａ、カメラキー２５ｂ、印刷キー２５ｃ、停止キー２５ｄ、文字入力キー２５ｅ、選
択キー２５ｆ、カーソルキー２５ｇ及び決定キー２５ｈ等が設けられている（図２０参照
）。
　ここで、文字入力キー２５ｅ、選択キー２５ｆ、カーソルキー２５ｇは、爪先形状の選
択や印刷すべきデザインの選択等に使用されるキーである。また、決定キー２５ｈは、文
字入力キー２５ｅ、選択キー２５ｆ、カーソルキー２５ｇによって選択された爪先形状の
確定やデザインの確定等をするためのキーである。電源キー２５ａは、ネイルプリント装
置１の電源をＯＮ／ＯＦＦするためのキーである。カメラキー２５ｂは、撮影部３０によ
る撮影を開始させるためのトリガとなるキーである。また、印刷キー２５ｃは、印刷制御
処理の開始のためのトリガとなるキーである。また、停止キー２５ｄは、印刷制御処理を
停止させる際に使用されるキーである。
　本実施形態では、この操作部２５と後述する爪先形状設定部５１０とにより、所望の爪
先形状を指定する爪先形状指定手段が構成される。
　また、操作部２５と後述するデザイン設定部５１１とにより、ネイルチップシート７上
に印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定手段が構成される。
【００２８】
　なお、本実施形態では、ネイルプリント装置１のＲＯＭ５２（図６参照）等に複数の爪
先形状（例えば図１７から図１９の表示部２６に表示されている爪先形状）が記憶されて
おり、ユーザが操作部２５等を操作することにより所望の爪先形状が指定されると、この
爪先形状と爪部の長さ方向の寸法（爪長さ）とに基づいて後述する爪先延長画像が生成さ
れる場合を例として説明する。ただし、複数の爪先形状の中から所望の爪先形状を選択で
きることは本発明の必須の要素ではなく、ネイルプリント装置１はユーザの爪部の長さ方
向の寸法（爪長さ）に応じて適宜この爪長さよりも長くなるように爪先部分を延長して印
刷用の画像を生成するようにしてもよい。この場合には、ＲＯＭ５２（図６参照）等に爪
先形状が記憶されている必要はなく、また、爪先形状設定部５１０等からなる爪先形状指
定手段を備える必要もない。
【００２９】
　また、本実施形態では、ネイルプリント装置１のＲＯＭ５２（図６参照）等にネイルチ
ップシート７に印刷するデザイン画像（例えば図２０の表示部２６に表示されているデザ
イン画像ａ～ｅ）が記憶されており、ユーザが操作部２５等を操作することにより所望の
デザイン画像が指定されると、指定されたデザイン画像と後述する合成爪領域画像とが合
成され、合成爪領域画像の輪郭を示す線とともにデザイン画像をもネイルチップシート７
上に印刷される場合を例として説明する。ただし、デザイン画像を印刷することは本発明
の必須の要素ではなく、ネイルプリント装置１は合成爪領域画像の輪郭を示す線のみをネ
イルチップシート７上に印刷するものであってもよい。この場合には、ＲＯＭ５２（図６
参照）等にデザイン画像が記憶されている必要はなく、また、デザイン設定部５１１等か
らなるデザイン指定手段を備える必要もない。
【００３０】
　表示部２６は、例えば液晶パネル（液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Displ
ay））等で構成され、印刷制御処理を行う際等に各種表示を行う表示手段である。なお、
表示部２６は液晶パネルで構成されるものに限定されず、例えば有機ＥＬディスプレイ等
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であってもよい。
　なお、表示部２６の表面に、タッチパネルが一体的に構成されていてもよい。この場合
には、図示しないスタイラスペンや指先等により表示部２６の表面をタッチすることによ
っても各種の入力を行うことができるように構成され、表示部２６も操作部２５と同様の
機能を備える。
【００３１】
　本実施形態において、表示部２６は、例えば、選択可能な爪先形状を表示させる爪先形
状表示画面（図２０参照）、ユーザに爪先形状の選択を促す爪先形状選択画面（図１８参
照）、ユーザが選択した爪先形状の欄を反転表示させてユーザに爪先形状の確認を求める
爪先形状確認画面（図１９参照）、ユーザにデザインの選択を促すデザイン選択画面（図
２０参照）、選択されたデザインをユーザの手指に重畳したデザイン合成画像を表示して
ユーザに確認を求めるデザイン確認画面等の他、各種の指示画面（図２１、図２２、図２
６から図２８）等を表示するようになっている。
　なお、本実施形態では、選択可能な爪先形状として、「ポイント」「オーバル」「ラウ
ンド」「スクエア・オフ」「スクエア」の５種類（図１７等の表示画面に表示されている
爪先形状参照）の画像のデータが予めＲＯＭ５２等に記憶されており、ユーザは、操作部
２５やタッチパネルが構成された表示部２６の画面を操作することにより複数の爪先形状
の中から所望の形状を選択することができる。
　また、本実施形態では、選択可能なデザイン画像として、デザイン画像ａ～ｅの５種類
（図２０の表示部２６に表示されているデザイン画像ａ～ｅ参照）の画像のデータが予め
ＲＯＭ５２等に記憶されており、ユーザは、操作部２５やタッチパネルが構成された表示
部２６の画面を操作することにより複数のデザイン画像の中から所望のデザインを選択す
ることができる。
【００３２】
　また、制御装置５０は上部機枠１１ｂに設けられている。この制御装置５０は、基板３
１に設置されており、図６に示すように、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit
）等によって構成されている制御部５１、記憶手段としてのＲＯＭ（Read Only Memory）
５２及びＲＡＭ５３（Random Access Memory）等を備えるコンピュータである。なお、記
憶手段は、制御装置５０内のＲＯＭ５２、ＲＡＭ５３に限定されず、他に記憶手段が設け
られていてもよい。
【００３３】
　この制御部５１は、機能的に見た場合、爪先形状設定部５１０、デザイン設定部５１１
、見かけ寸法測定部５１２、爪実寸幅取得部５１３、爪幅付加画像生成部５１４、爪長さ
測定部５１５ａ、爪先延長画像生成部５１５ｂ、合成爪領域画像生成部５１６、印刷制御
部５１７、表示制御部５１８等を備えている。これら爪先形状設定部５１０、デザイン設
定部５１１、見かけ寸法測定部５１２、爪実寸幅取得部５１３、爪幅付加画像生成部５１
４、爪長さ測定部５１５ａ、爪先延長画像生成部５１５ｂ、合成爪領域画像生成部５１６
、印刷制御部５１７、表示制御部５１８等としての機能は、ＣＰＵとＲＯＭ５２に記憶さ
れたプログラムとの共働によって実現される。
【００３４】
　爪先形状設定部５１０は、作成するネイルチップ７０の爪先形状を設定するものであり
、爪先形状設定部５１０は、前述の操作部２５等とともに、爪先形状を指定する爪先形状
指定手段を構成している。
　爪先形状設定部５１０は、この爪先形状指定手段により指定された爪先形状をＲＡＭ５
３等の記憶手段に記憶させるようになっている。
【００３５】
　デザイン設定部５１１は、ネイルチップ７０に印刷すべき文字又は絵柄等（ネイル画像
を含む）の一つ、又はこれらの組み合わせからなるデザイン（以下単に「デザイン」とい
う。）を割り当て設定するものであり、デザイン設定部５１１は、前述の操作部２５等と
ともに、印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定手段を構成している。
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　デザイン設定部５１１は、このデザイン指定手段により指定されたデザイン画像をＲＡ
Ｍ５３等の記憶手段に記憶させるようになっている。
【００３６】
　見かけ寸法測定部５１２は、各指（対象指Ｕ）ごとに、平面視における爪部Ｔの幅方向
Ｘの見かけ寸法Ｗａを測定する見かけ寸法測定手段である。
　本実施形態において、見かけ寸法測定部５１２は、爪領域画像取得手段である撮影部３
０により取得された複数の対象指Ｕごとの爪領域画像に基づいて、各爪部Ｔの幅方向Ｘの
見かけ上の長さ寸法（以下「見かけ寸法Ｗａ」という。図５（Ａ）参照）を測定する。な
お、見かけ寸法測定部５１２は、爪部Ｔの幅方向Ｘの見かけ寸法Ｗａを測定可能なもので
あればよく、見かけ寸法Ｗａを測定する手法はここに例示したものに限定されない。
　見かけ寸法測定部５１２は、測定された爪部Ｔの見かけ寸法Ｗａを各対象指ＵごとにＲ
ＡＭ５３等の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「爪幅見かけ寸法」とし
て記憶させるようになっている。
【００３７】
　爪実寸幅取得部５１３は、見かけ寸法測定部５１２によって測定された爪部Ｔの幅方向
Ｘの見かけ寸法Ｗａに対応する爪実寸幅Ｗｂ（図５（Ｂ）参照）を取得する爪実寸幅取得
手段である。
　本実施形態では、例えば、各対象指Ｕごとに見かけ寸法Ｗａと爪実寸幅と規定の爪長さ
とを対応付けた爪実寸幅対応付けテーブル５２１（図７参照）がＲＯＭ５２等に記憶され
ており、爪実寸幅取得部５１３は、見かけ寸法測定部５１２によって爪部Ｔの見かけ寸法
Ｗａが測定されると、爪実寸幅対応付けテーブル５２１を参照して、当該見かけ寸法Ｗａ
に対応する爪実寸幅Ｗｂを取得する。
　爪実寸幅取得部５１３は、取得した爪部Ｔの爪実寸幅を各対象指ＵごとにＲＡＭ５３等
の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「爪実寸幅」として記憶させるよう
になっている。
【００３８】
　なお、本実施形態では、爪実寸幅対応付けテーブル５２１において、同じ見かけ寸法Ｗ
ａであっても爪長さに応じて異なる爪実寸幅Ｗｂが対応付けられており、爪実寸幅取得部
５１３は、爪長さをも考慮しつつ爪実寸幅Ｗｂを得るようになっている。なお、爪実寸幅
Ｗｂを取得する際に爪長さをも考慮することは必須ではなく、爪長さを考慮せず見かけ寸
法Ｗａとの対応付けのみによって爪実寸幅Ｗｂを取得するようになっていてもよい。この
場合には、爪実寸幅対応付けテーブル５２１には見かけ寸法Ｗａと爪実寸幅Ｗｂとの対応
付けのみが規定される。
【００３９】
　ここで爪実寸幅Ｗｂとは、実際の爪部Ｔの形状を考慮した爪部Ｔの幅寸法である。図５
（Ｂ）に示すように、爪部Ｔは、幅方向Ｘの中央部分近傍が盛り上がった湾曲形状をして
いるため、この湾曲形状を考慮した値である爪実寸幅Ｗｂは、爪部Ｔを真上方向から見た
場合の平面視における爪部Ｔの幅方向Ｘの長さである見かけ寸法Ｗａよりも大きな幅寸法
となっている。なお、爪実寸幅対応付けテーブル５２１における爪長さは、予め見かけ寸
法Ｗａに対応付けられて設定されている規定値である。
【００４０】
　なお、爪実寸幅取得部５１３が爪実寸幅Ｗｂを取得する手法はこれに限定されない。例
えば、爪実寸幅対応付けテーブル５２１等を用いずに、見かけ寸法測定部５１２によって
測定された爪部Ｔの見かけ寸法Ｗａに一定の値を加算することによって爪実寸幅Ｗｂを算
出してもよい。この場合には、爪実寸幅対応付けテーブル５２１を備えない構成とするこ
とができる。
【００４１】
　爪幅付加画像生成部５１４は、爪実寸幅取得部５１３により取得されＲＡＭ５３等の記
憶手段に記憶された爪部Ｔの爪実寸幅Ｗｂ及び爪部Ｔの長さ寸法（爪長さＨ）の双方に対
応する爪幅付加画像Ｂを生成する爪幅付加画像生成手段である。
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　具体的には、爪幅付加画像生成部５１４は、例えば爪実寸幅Ｗｂと見かけ寸法Ｗａとの
差分値を算出し、この差分値を２等分して爪幅付加画像Ｂの幅寸法とする。そしてこの幅
寸法を幅方向の寸法とし爪部Ｔの長さ寸法（爪長さＨ）を長さ方向の寸法とする左右一対
の爪幅付加画像Ｂを生成する。
　爪幅付加画像生成部５１４は、生成した爪幅付加画像Ｂを各対象指ＵごとにＲＡＭ５３
等の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「爪幅付加画像」として記憶させ
るようになっている。
【００４２】
　なお、爪幅付加画像Ｂを生成する際に爪部Ｔの長さ寸法（爪長さＨ）を考慮することは
必須ではなく、爪幅付加画像生成部５１４は、爪部Ｔの爪実寸幅Ｗｂのみに基づいて爪幅
付加画像Ｂを生成してもよい。
　また、本実施形態では、撮影部３０によりユーザの対象指Ｕを撮影することによって取
得された爪領域画像から爪長さ測定部５１５ａにより爪部Ｔの縦方向Ｙ（図５（Ａ）参照
）の長さ寸法（図５（Ａ）の「爪長さＨ」）を測定して、これを爪領域関連データ５３１
としてＲＡＭ５３等の記憶手段に記憶させておき、爪幅付加画像生成部５１４は、爪幅付
加画像Ｂを生成する際に、ＲＡＭ５３等に記憶されている爪領域関連データ５３１からこ
のユーザの爪部Ｔの爪長さＨと爪部Ｔの爪実寸幅Ｗｂとに対応する爪幅付加画像Ｂを生成
するようになっているが、爪部Ｔの爪長さＨは、ユーザの爪領域画像Ａに基づいて測定さ
れたものに限定されない。例えば、爪実寸幅対応付けテーブル５２１に爪実寸幅Ｗｂの他
、爪部Ｔの爪長さＨについても規定値を見かけ寸法Ｗａと対応付けて記憶させておき、爪
幅付加画像生成部５１４は、この規定の爪長さＨと爪実寸幅Ｗｂとに基づいて爪幅付加画
像Ｂを生成してもよい。
【００４３】
　爪長さ測定部５１５ａは、爪部Ｔの長さ方向（図５（Ａ）における縦方向Ｙ）の長さ寸
法（図５（Ａ）の「爪長さＨ」）を測定する爪長さ測定手段である。
　本実施形態において、爪長さ測定部５１５ａは、爪領域画像取得手段である撮影部３０
により取得された複数の対象指Ｕごとの爪領域画像に基づいて、各爪部Ｔの縦方向Ｙの爪
長さＨを測定する。なお、爪長さ測定部５１５ａは、爪部Ｔの縦方向Ｙの爪長さＨを測定
可能なものであればよく、爪長さＨを測定する手法はここに例示したものに限定されない
。
　爪長さ測定部５１５ａは、測定された爪部Ｔの爪長さＨを各対象指ＵごとにＲＡＭ５３
等の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「爪長さ」として記憶させるよう
になっている。
【００４４】
　爪先延長画像生成部５１５ｂは、爪長さ測定部５１５ａにより測定された爪部Ｔの長さ
方向の寸法（爪長さＨ）と爪先形状指定手段により指定された爪先形状とに基づいて爪先
延長画像を生成する爪先延長画像生成手段である。
　具体的には、爪先延長画像生成部５１５ｂは、例えばユーザの爪長さＨよりも長く爪先
部分を延長するものであって選択された爪先形状に沿った形状の爪先延長画像Ｃを生成す
る。
　爪先延長画像生成部５１５ｂは、生成した爪先延長画像Ｃを各対象指ＵごとにＲＡＭ５
３等の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「爪先延長画像」として記憶さ
せるようになっている。
【００４５】
　なお、爪幅付加画像Ｂを生成する際に爪先形状を考慮することは必須ではなく、爪先延
長画像生成部５１５ｂは、爪部Ｔの爪長さＨのみに基づいて、すなわち、ユーザの爪長さ
Ｈに一定の長さ寸法を足し合わせた長さの爪先延長画像Ｃを生成してもよい。
【００４６】
　合成爪領域画像生成部５１６は、爪幅付加画像生成部５１４によって生成された爪幅付
加画像Ｂを爪領域画像Ａの左右両側部に合成し、爪先延長画像生成部５１５ｂによって生
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成された爪先延長画像Ｃを爪領域画像Ａの爪先部分に合成して合成爪領域画像Ｇを生成す
る合成爪領域画像生成手段である。
　合成爪領域画像生成部５１６は、生成した合成爪領域画像Ｇを各対象指ＵごとにＲＡＭ
５３等の記憶手段に爪領域関連データ５３１（図８参照）の「合成爪領域画像」として記
憶させるようになっている。
【００４７】
　合成爪領域画像生成部５１６は、爪幅付加画像を撮影部３０により取得された爪領域画
像Ａの左右側部に合成して、例えば図９（Ａ）、図９（Ｂ）に示すような合成爪領域画像
Ｇを生成する。
　図９（Ａ）は例えば人差し指Ｕ２の合成爪領域画像Ｇ２の一例であり、図９（Ｂ）は親
指Ｕ１の合成爪領域画像Ｇ１の一例である。合成爪領域画像Ｇは、爪部Ｔの見かけ寸法Ｗ
ａに対応する爪領域画像Ａと、当該爪領域画像Ａの左右両側にそれぞれ付加された爪幅付
加画像Ｂと、当該爪領域画像Ａの爪先部分に付加された爪先延長画像Ｃとを合成した画像
（すなわち、Ｇ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ）である。
【００４８】
　印刷制御部５１７は、合成爪領域画像生成部５１６によって生成された各指ごとの合成
爪領域画像Ｇの輪郭を、ネイルチップシート７上に印刷されたときに各指の合成爪領域画
像Ｇが互いにある程度の間隔を空けて配置されるように印刷用のデータを生成し、印刷部
４０に出力して印刷部４０の印刷動作を制御する印刷制御手段である。
　また、本実施形態では、爪部Ｔに印刷するデザイン画像を選択することができるように
なっており、印刷制御部５１７は、デザイン指定手段により指定されたデザイン画像と合
成爪領域画像生成部５１６によって生成された合成爪領域画像Ｇの輪郭とをネイルチップ
シート上に印刷させるように印刷用のデータを生成するようになっている。
　さらに、印刷制御部５１７は、例えば図３１及び図３３に示すように、ネイルチップシ
ート上に印刷された輪郭線Ｒ１～Ｒ５に沿ってネイルチップ７０を切断するよう指示する
コメントをこれら輪郭線Ｒ１～Ｒ５やデザイン画像とともに印刷するように印刷用のデー
タを生成することが好ましい。
【００４９】
　本実施形態では、印刷制御部５１７は、片手の親指から小指までの５本の指について１
枚のネイルチップシート７上に印刷できるように各指の合成爪領域画像Ｇの配置を調整し
、印刷用のデータを生成するようになっている（図３１及び図３３参照）。
　なお、１枚のネイルチップシート７上に何本の指の合成爪領域画像Ｇを配置するかは、
予め設定されていてもよいし、使用状況に応じてユーザが任意に設定できるようにしても
よい。例えば、親指を除く４本の指の合成爪領域画像Ｇのみが１枚のネイルチップシート
７上に配置されるように印刷用のデータを生成してもよいし、両手の１０本の指全てにつ
いて合成爪領域画像を生成した後に、当該１０本分の合成爪領域画像Ｇが１枚のネイルチ
ップシート７上に配置されるように印刷用のデータを生成してもよい。
【００５０】
　表示制御部５１８は、表示手段としての表示部２６に各種の表示を表示させる表示制御
手段である。本実施形態では、表示制御部５１８は、前述のように爪先形状表示画面、爪
先形状選択画面、爪先形状確認画面、デザイン選択画面、デザイン確認画面、各種の指示
画面等を表示部２６に表示させるようになっている。
【００５１】
　なお、これらの各機能部の他、制御部５１に、撮影部３０により撮影された指爪画像に
含まれている爪部Ｔの爪領域画像から爪部の輪郭を抽出する爪輪郭抽出手段としての爪輪
郭抽出部を設けて、指爪画像から爪部Ｔの輪郭を抽出するようにしてもよい。
　また、複数の対象指Ｕについて撮影部３０により複数の対象指Ｕに対応する複数の指爪
画像（爪部Ｔについての爪領域画像を含む対象指Ｕの画像）が取得された場合に、各指爪
画像から各指の種類を検出する指種類検出手段としての指種類検出部を制御部５１に設け
てもよい。この場合、指種類検出部は、例えば指爪画像の配置、長さ寸法や幅寸法等に基
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づいて各指爪画像の指種類を検出する。
【００５２】
　また、記憶手段としてのＲＯＭ５２は、爪領域画像Ａ（本実施形態では爪部Ｔの輪郭を
示す線の画像）と爪幅付加画像Ｂとを合成して合成爪領域画像Ｇを生成するための合成爪
領域画像生成プログラム、印刷用のデータを生成するための印刷用データ生成プログラム
、印刷制御処理を行うための印刷制御処理プログラム等の各種プログラムが格納されてお
り、これらのプログラムが制御装置５０によって実行されることによって、ネイルプリン
ト装置１の各部が統括制御されるようになっている。
【００５３】
　本実施形態においては、前述のように爪部Ｔの爪先形状として、「ポイント」「オーバ
ル」「ラウンド」「スクエア・オフ」「スクエア」の５種類が選択できるようになってお
り、ＲＯＭ５２にはこれら爪先形状に対応するデータが記憶されている。
　また、本実施形態では、爪部Ｔに貼付するネイルチップ７０に印刷可能なデザイン画像
として、デザイン画像ａ～ｅが選択できるようになっており、ＲＯＭ５２にはこれらデザ
イン画像ａ～ｅに対応するデータが記憶されている。
　また、ＲＯＭ５２には、例えば図７に示すような、各対象指Ｕごとに見かけ寸法Ｗａと
爪実寸幅と規定の爪長さとを対応付けた爪実寸幅対応付けテーブル５２１が記憶されてい
る。本実施形態では、爪実寸幅対応付けテーブル５２１は、親指用、人差し指用、中指用
、薬指用、小指用というように、指別にそれぞれ用意されている。なお、爪実寸幅対応付
けテーブル５２１の形式はここに例示したものに限定されない。例えば、１つのテーブル
に親指Ｕ１の見かけ寸法Ｗａとして想定される最大幅から小指Ｕ５の見かけ寸法Ｗａとし
て想定される最小幅までの対応付けを規定しておいてもよい。また、１つのテーブルの中
に、親指Ｕ１に対応する見かけ寸法Ｗａから小指Ｕ５に対応する見かけ寸法Ｗａまでを規
定しておいてもよい。また、前述のように、見かけ寸法Ｗａのみから爪実寸幅Ｗｂを取得
する場合には、爪実寸幅対応付けテーブル５２１は見かけ寸法Ｗａと爪実寸幅Ｗｂとの対
応付けのみで構成され、爪長さについては規定されていなくてもよい。
【００５４】
　また、本実施形態において記憶手段であるＲＡＭ５３は、各種データ等を記憶する記憶
領域と、制御部５１が各種処理を行う際にプログラム等を展開する作業領域（図示せず）
とを備えている。
　ＲＡＭ５３の記憶領域には、ユーザの爪領域関連データ５３１が記憶されている。
　図８は、この爪領域関連データ５３１の一例を示したものである。なお、図８等におけ
る１～５までの数字は、親指（Ｕ１）から小指（Ｕ５）までの指番号を示している。
　図８に示すように、爪領域関連データ５３１は、例えば、撮影部３０により爪領域画像
Ａが取得された複数の対象指Ｕ１～Ｕ５について、それぞれ爪領域画像Ａ（親指の爪領域
画像Ａ１～小指の爪領域画像Ａ５）、爪部Ｔの幅方向Ｘの見かけ寸法Ｗａ（親指の見かけ
寸法Ｗａ１～小指の見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５）、爪部の爪実寸幅Ｗｂ（親指の爪実寸幅
Ｗｂ１～小指の爪実寸幅Ｗｂ５）、爪部の爪長さＨ１～Ｈ５（親指の爪長さＨ１～小指の
爪長さＨ５）、爪幅付加画像Ｂ（親指の爪幅付加画像Ｂ１～小指の爪幅付加画像Ｂ５）、
爪先延長画像Ｃ（親指の爪先延長画像Ｃ１～小指の爪先延長画像Ｃ５）、合成爪領域画像
Ｇ（親指の合成爪領域画像Ｇ１～小指の合成爪領域画像Ｇ５、なお、合成爪領域画像Ｇは
、爪領域画像Ａ＋爪幅付加画像Ｂ＋爪先延長画像Ｃである）が、それぞれ指ごとに対応付
けられて記憶されたものである。
　また、ＲＡＭ５３の記憶領域には、ＲＯＭ５２に予め記憶されている選択可能な爪先形
状の中から、操作部２５からの入力情報に基づいて指定された爪先形状のデータが記憶さ
れている。
　さらに、ＲＡＭ５３の記憶領域には、ＲＯＭ５２に予め記憶されている印刷可能なデザ
インデータの中から、操作部２５からの入力情報に基づいて各指に貼付するネイルチップ
７０に印刷すべきデザイン画像として指定されたデザイン画像のデータ（デザインデータ
）が親指の合成爪領域画像Ｇ１～小指の合成爪領域画像Ｇ５等と対応付けられて記憶され
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ている。
　なお、ＲＡＭ５３の記憶領域には、ＲＯＭ５３に記憶されたデザインデータから選択さ
れたデザインデータのみならず、後に使用者によって付加された新たなデザインデータを
記憶しておいてもよい。
【００５５】
　次に、本実施形態における指保持部材６について、図１及び図１０を参照しつつ説明す
る。
　図１に示すように、本実施形態において、第１の指挿入部２０ａ内には、人差し指から
小指までの４本の指を対象指Ｕ（Ｕ２～Ｕ５）として保持する４本指用の指保持部材６ａ
と、対象指Ｕとして親指（Ｕ１）を保持する親指用の指保持部材６ｂとが選択的に挿入可
能となっている。なお、以下において、単に指保持部材６とするときは、４本指用の指保
持部材６ａ及び親指用の指保持部材６ｂの双方を含むものとする。
　図１０（Ａ）は、４本指用の指保持部材６ａの側断面図であり、図１０（Ｂ）は、４本
指用の指保持部材６ａを指の挿入方向から見た正面図である。また、図１０（Ｃ）は、親
指用の指保持部材６ｂの側断面図であり、図１０（Ｄ）は、親指用の指保持部材６ｂを指
の挿入方向から見た正面図である。
【００５６】
　図１、図１０（Ａ）及び図１０（Ｂ）に示すように、４本指用の指保持部材６ａは４本
指を保持可能な保持部材本体６０を備えており、この保持部材本体６０には、４本指用の
指保持部材６ａの指挿入側正面に開口する指保持部としての４つの指挿入孔６１が設けら
れている。指挿入孔６１の内部上面は、指挿入方向のほぼ中央部から開口側に向かって上
方向に傾斜している。なお、指挿入孔６１の形状や構造は図示例に限定されないが、指は
指先から付け根にいくにしたがって厚みが大きくなるため、図示例のように指挿入孔６１
の内部上面に傾斜をつけた場合には対象指Ｕをスムーズに指挿入孔６１の奥まで挿入する
ことができ、好ましい。なお、指挿入孔６１の内部上面に傾斜をつける代わりに、指挿入
孔６１の内部上面に指挿入方向の奥側よりも開口側の方が上下方向の厚みが厚くなるよう
に段差を設けてもよい。
　各指挿入孔６１の間は指仕切部６２となっており、各指挿入孔６１に４本の対象指Ｕ（
人差し指Ｕ２から小指Ｕ５）が挿入されたときに、各対象指Ｕの間に適度に隙間が開くよ
うになっている。指仕切部６２の厚みは特に限定されないが、対象指Ｕ同士が接近し過ぎ
ていると各対象指Ｕの爪部の輪郭の認識がしにくくなることから、本実施形態のように、
指仕切部６２によって各対象指Ｕの間に適度の間隔が保たれるようにすることが好ましい
。
【００５７】
　４本指用の指保持部材６ａの表面（対象指Ｕが挿入される際に上側（図１０（Ａ）及び
図１０（Ｂ）における上側）となる面）側であって指挿入方向の奥側には、各指挿入孔６
１に対応する位置に、各指挿入孔６１に挿入された各対象指Ｕ（人差し指から小指）の爪
部を露出させる爪部露出孔６３が形成されている。
　また、４本指用の指保持部材６ａの裏面（対象指Ｕが挿入される際に下側（図１０（Ａ
）及び図１０（Ｂ）における下側）となる面）側であって指挿入方向の奥側には、後述す
るネイルチップシート７を載置するシート配置部６５が形成されている。シート配置部６
５は、本実施形態におけるネイルプリント装置１で用いられるネイルチップシート７の厚
みとほぼ同じ深さの切り欠き部である。シート配置部６５の縦横の寸法は、ネイルチップ
シート７の縦横の寸法と同じかこれよりも多少大きくなっている。
【００５８】
　図１、図１０（Ｃ）及び図１０（Ｄ）に示すように、親指用の指保持部材６ｂは親指を
保持可能な保持部材本体６０を備えており、この保持部材本体６０には、親指用の指保持
部材６ｂの指挿入側正面に開口する指保持部としての１つの指挿入孔６１が設けられてい
る。指挿入孔６１の内部上面には、指挿入方向の奥側よりも開口側の方が上下方向の厚み
が厚くなるように段差が設けられている。なお、指挿入孔６１の形状や構造は図示例に限
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定されないが、指は指先から付け根にいくにしたがって厚みが大きくなるため、図示例の
ように指挿入孔６１の内部上面に段差をつけて開口側の方が上下方向の厚みが厚くなるよ
うにした場合には対象指Ｕ（親指Ｕ１）をスムーズに指挿入孔６１の奥まで挿入すること
ができ、好ましい。なお、４本指用の指保持部材６ｂの指挿入孔６１と同様に、指挿入孔
６１の内部上面が指挿入方向のほぼ中央部から開口側に向かって上方向に傾斜するように
構成してもよい。
【００５９】
　親指用の指保持部材６ｂの表面（対象指Ｕが挿入される際に上側（図１０（Ｃ）及び図
１０（Ｄ）における上側）となる面）側であって指挿入方向の奥側には、指挿入孔６１に
対応する位置に、指挿入孔６１に挿入された対象指Ｕ（親指Ｕ１）の爪部を露出させる爪
部露出孔６３が形成されている。
　また、親指用の指保持部材６ｂの裏面（対象指Ｕが挿入される際に下側（図１０（Ｃ）
及び図１０（Ｄ）における下側）となる面）側であって指挿入方向の奥側には、後述する
ネイルチップシート７を載置するシート配置部６５が形成されている。シート配置部６５
は、前記４本指用の指保持部材６ａに設けられているシート配置部６５と同様のものであ
るため、その説明を省略する。
【００６０】
　図１１（Ａ）は、４本指用の指保持部材６ａの表裏を裏返して、４本指用の指保持部材
６ａの裏面側に設けられているシート配置部６５にネイルチップシート７を載置する様子
を示した図である。図１１（Ａ）に示すように、シート配置部６５にネイルチップシート
７を載置すると、４本指用の指保持部材６ａのシート配置部６５側の面がほぼ面一となる
ようになっている。
　また、図１１（Ｂ）は、本実施形態において用いられるネイルチップシート７の構成を
示した断面図である。図１１（Ｂ）に示すように、ネイルチップシート７は、フィルム上
のシートであり、インクが吐出され印刷が施される被印刷層７１と、接着剤層７２と、剥
離層７３とが順に重ね合わされて構成されている。
　図１１（Ｃ）に示すように、ネイルチップシート７上にインクが吐出されると、被印刷
層７１の上にネイル印刷層８が形成される。ネイルチップシート７は、印刷後、ユーザが
ネイルチップシート７上に印刷された爪部の輪郭を示す線に沿って切断することにより、
それぞれ対応する指の爪部Ｔに沿う形状のシール状のネイルチップ７０（図３１等におい
て、親指用のネイルチップ７０ａ、人差し指用のネイルチップ７０ｂ、中指用のネイルチ
ップ７０ｃ、薬指用のネイルチップ７０ｄ、小指用のネイルチップ７０ｅ）となる。ユー
ザは、例えば図１１（Ｃ）に点線で示す部分を切断して各爪部Ｔごとのネイルチップ７０
とした後、各ネイルチップ７０の剥離層７３を剥がして接着剤層７２を露出させ、それぞ
れ対応する爪部Ｔの上に貼り付ける。なお、図１１（Ｄ）は、指の爪部Ｔの上にネイルチ
ップ７０が貼り付けられた状態を示したものである。
【００６１】
　本実施形態では、図１２（Ａ）に示すように、ネイルチップ７０は、爪領域画像Ａに対
応する本体部分７０１と、爪幅付加画像Ｂに対応する付加部分７０２とからなっている。
　前述のように、人間の爪部Ｔは、平板形状ではなく、幅方向Ｘの中央部分近傍が盛り上
がった湾曲形状をしており（図５（Ｂ）等参照）、爪部Ｔを真上方向から見た場合の見か
け寸法Ｗａは、実際の爪部Ｔの爪領域の幅方向Ｘの実寸値（爪実寸幅Ｗｂ）よりも短くな
っている（図５（Ｂ）参照）。このため、真上方向からの平面視に基づく見かけ寸法Ｗａ
に基づいてネイルチップ７０を生成すると、幅方向Ｘの長さが足りず、ネイルチップ７０
を爪部Ｔに貼り付けた際に爪部Ｔの両側部に隙間ができてしまう。
　この点、図１２（Ａ）に示すように、本体部分７０１に付加部分７０２を付加して、見
かけ寸法Ｗａよりも大きな幅寸法である爪実寸幅Ｗｂに対応したネイルチップ７０を生成
した場合には、図１２（Ｂ）に示すように、ネイルチップ７０を爪部Ｔに貼り付けたとき
に左右に隙間ができず、爪部Ｔの全域に亘ってきれいにネイルチップ７０を貼り付けるこ
とができる。
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【００６２】
　次に、上記ネイルプリント装置１における印刷制御処理の流れを図１３から図１６のフ
ローチャート及び図２１から図３３に基づいて説明する。
【００６３】
　図１３は、本実施形態における印刷制御処理の全体的な流れを示すフローチャートであ
る。図１３に示すように、ネイルチップの印刷制御処理の全体的な流れとしては、まず、
ネイルプリント装置１の制御部５１は、電源キー２５ａ（図２０参照）が操作されたか否
かを判断し（ステップＳ１）、電源キー２５ａが操作されない場合（ステップＳ１；ＮＯ
）には、ステップＳ１の判断を繰り返し、電源キー２５ａが操作されたと判断した場合（
ステップＳ１；ＹＥＳ）には、印刷すべき爪先形状を選択する爪先形状選択処理（ステッ
プＳ２、図１４参照）が行われる。
　そして、爪先形状選択処理が終了すると、制御部５１はデザイン選択画面（図２０参照
）を表示部２６に表示させる（ステップＳ３）。本実施形態では、選択可能なデザイン画
像として、デザイン画像ａ～ｅの５種類の画像のデータが予めＲＯＭ５２等に記憶されて
いるので、図２０の表示部２６にデザイン画像ａ～ｅが表示される。ユーザは、操作部２
５の操作またはタッチパネルが構成された表示部２６の画面を直接のタッチ操作すること
により複数のデザイン画像ａ～ｅの中から所望のデザイン画像を選択することができる。
　例えば、ユーザによりデザイン画像ａが選択されると、制御部５１は、図２０の表示部
２６にデザイン画像ａが選択された状態を示す識別表示（斜線で表示）を行う。その後、
選択されたデザイン画像ａを手指の画像に重畳したデザイン確認用の画面としてデザイン
合成画像を表示部２６に表示させる（ステップＳ４）。
　制御部５１は、デザインを確定させるタッチ操作又はキー等によるスイッチ操作が行わ
れたか否かを判断し（ステップＳ５）、操作が行われていない場合（ステップＳ５；ＮＯ
）には判断を繰り返す。そして、デザインを確定させる操作が行われたと判断した場合（
ステップＳ５；ＹＥＳ）には、確定されたデザイン画像のデータをＲＡＭ５３（図６参照
）に記憶させる（ステップＳ６）。
　なお、デザイン画像を印刷せず、合成爪領域画像Ｇの輪郭線Ｒのみを印刷する場合には
、ステップＳ３からステップＳ６の処理を行わず、次のステップに進む。また、爪先形状
を選択するための爪先形状選択処理（ステップＳ２）とデザインを選択するためのステッ
プＳ３からステップＳ６の処理とはどちらが先に行われてもよく、本実施形態の処理順序
に限定されない。
【００６４】
　図１４に爪先形状選択処理（図１３のステップＳ２）のフローを示す。
　図１４に示すように、爪先形状選択処理を行う際には、まず、制御部５１は爪先形状表
示画面（図１７）を表示部２６に表示させる（ステップＳ１１）。そして、ユーザに所望
の爪先形状の選択を促す爪先形状選択画面（図１８）を表示部２６に表示させる（ステッ
プＳ１２）。操作部２５と爪先形状設定部５１０とにより、複数の爪先形状の中から、任
意の爪先形状が選択されると、選択された爪先形状の欄の表示を反転させてユーザに確認
を求める爪先形状確認画像（図１９）を表示部２６に表示させる（ステップＳ１３）。爪
先形状が確定され、指定されると、指定された爪先形状がＲＡＭ５３に記憶されて（ステ
ップＳ１４）、爪先形状選択処理が終了する。
【００６５】
　次に、ネイルチップ７０を作成したい対象指Ｕについて爪領域画像Ａを取得し、これに
爪幅付加画像Ｂを合成して合成爪領域画像Ｇを生成する爪領域画像変形処理を行う（ステ
ップＳ７、図１５参照）。
　爪領域画像変形処理を行う場合には、まず、制御部５１は、指保持部材６の指挿入孔６
１に指を挿入するように促す指挿入指示画面（図２１参照）を表示部２６に表示させる。
なお、図２１では、右手の４指を挿入する又は右手の親指を挿入するよう指示が表示され
るようになっているが、指挿入指示画面の表示の内容はこれに限定されない。例えば、右
手の４指について一連の処理が終了すると次に右手の親指を挿入するよう指示が表示され
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、右手の全指について処理が終了すると、同様に左手の指について挿入指示がなされると
いうように、順次指示が表示されるようになっていてもよい。
　そして、制御部５１は、指挿入孔６１に指を挿入した状態で、指保持部材６を第１の指
挿入部２０ａに挿入するように促すとともに、挿入後カメラ３２のスイッチ（カメラキー
２５ｂ）を操作するよう指示する保持部材挿入指示画面（図２２参照）を表示部２６に表
示させる。
　図２３から図２５に示すように、指保持部材６が第１の指挿入部２０ａに挿入されると
、指保持部材６に保持されている対象指Ｕの爪部Ｔが爪部露出孔６３から露出し、撮影部
３０の下方に位置して撮影可能な状態となる。
【００６６】
　図１５は、爪領域画像変形処理を示すフローチャートである。
　指保持部材６に保持されている対象指Ｕの爪部Ｔが爪部露出孔６３から露出し、撮影可
能な状態となると、図１５に示すように、これらの爪部Ｔについて、各対象指Ｕごとにそ
れぞれ撮影部３０による爪領域画像Ａ１～Ａ５の撮影が行われる（図１５のステップＳ２
１）。
　撮影部３０により爪領域画像Ａ１～Ａ５が撮影されると、当該爪領域画像Ａ１～Ａ５が
爪領域関連データとして各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとにＲＡＭ５３の記憶領域に記憶される（
ステップＳ２２）。
　全ての対象指Ｕ１～Ｕ５について撮影部３０による爪領域画像Ａ１～Ａ５の撮影が終了
すると、制御部５１は、ユーザに指保持部材６を第１の指挿入部２０ａから抜き取るよう
促す保持部材取出指示画面（図２６参照）を表示部２６に表示させる。
【００６７】
　爪領域画像Ａ１～Ａ５が取得されると、見かけ寸法測定部５１２は、この爪領域画像Ａ
１～Ａ５から爪部Ｔの幅方向の見かけ寸法Ｗａ（Ｗａ１～Ｗａ５）を測定する（ステップ
Ｓ２３）。また、爪領域画像Ａ１～Ａ５から爪部Ｔの爪長さＨ（Ｈ１～Ｈ５）が爪長さ測
定部５１５ａにより測定される。見かけ寸法測定部５１２により測定された各指ごとの見
かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５及び爪長さ測定部５１５ａにより測定された爪長さＨ（Ｈ１～Ｈ
５）は、爪領域関連データを構成するものとしてＲＡＭ５３（図６参照）に記憶される（
ステップＳ２４）。
　そして、各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの爪領域画像Ａ１～Ａ５について見かけ寸法Ｗａ１～
Ｗａ５が測定されると、爪実寸幅取得部５１３は、ＲＯＭ５２から爪実寸幅対応付けテー
ブル５２１（図７参照）を読み出して参照し、各対象指Ｕ１～Ｕ５の爪部Ｔの見かけ寸法
Ｗａ１～Ｗａ５に対応する爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５を取得する（ステップＳ２５）。例え
ば、人差し指Ｕ２について、見かけ寸法測定部５１２によって測定されたユーザの見かけ
寸法Ｗａ２が１４ｍｍの場合には、これに対応する爪実寸幅Ｗｂ２である２０ｍｍを爪実
寸幅Ｗｂとして取得する。爪実寸幅取得部５１３により取得された爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ
５は、ＲＡＭ５３（図６参照）に記憶される（ステップＳ２６）。
【００６８】
　各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５等が取得されると、爪幅付加画像生
成部５１４は、この爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５と、爪部Ｔの爪長さＨ１～Ｈ５に対応する一
対の爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５を各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとに生成する（ステップＳ２７）。
　また、爪先延長画像生成部５１５ｂは、爪部Ｔの爪長さＨ１～Ｈ５と指定された爪先形
状とに対応する爪先延長画像Ｃ１～Ｃ５を各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとに生成する（ステップ
Ｓ２８）。
　そして、合成爪領域画像生成部５１６は、爪幅付加画像生成部５１４により生成された
爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５及び爪先延長画像生成部５１５ｂにより生成された爪先延長画像
Ｃ１～Ｃ５を爪領域画像Ａ１～Ａ５と合成し、合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５（図９（Ａ）、
図９（Ｂ）参照）を生成する（ステップＳ２９）。
　爪幅付加画像生成部５１４により生成された爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５、爪先延長画像生
成部５１５ｂにより生成された爪先延長画像Ｃ１～Ｃ５及び合成爪領域画像生成部５１６
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により合成された合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５はＲＡＭ５３（図７参照）に記憶され（ステ
ップＳ３０）、爪領域画像変形処理は終了する。
【００６９】
　爪領域画像変形処理が終了すると、印刷処理（図１３のステップＳ８）が行われる。
　印刷処理を行う際には、制御部５１は、指保持部材６を裏返して、シート配置部６５に
ネイルチップシート７を載置するよう促すシート載置指示画面（図２７参照）を表示部２
６に表示させる（ステップＳ２１）。さらに、ネイルチップシート７が載置された状態で
指保持部材６を第１の指挿入部２０ａに挿入するよう促す保持部材再挿入指示画面（図２
８参照）を表示部２６に表示させる。
　保持部材再挿入指示画面（図２８参照）が表示されると、ユーザは、図２９に示すよう
に、指保持部材６を裏返して、シート配置部６５にネイルチップシート７を載置する。そ
の上で、ネイルチップシート７が載置されたシート配置部６５が上になるようにして、指
保持部材６を第１の指挿入部２０ａに再度挿入する。図３０は、ネイルチップシート７が
シート配置部６５に載置された状態で指保持部材６が第１の指挿入部２０ａに挿入された
状態を示したものである。図３０に示すように、ネイルチップシート７をシート配置部６
５に載置して指保持部材６を第１の指挿入部２０ａに挿入すると、ネイルチップシート７
が印刷部４０の下方に位置し、印刷可能な状態となる。
【００７０】
　制御部５１は、印刷キー２５ｃ（図２０参照）が操作されたか否かを判断し、印刷キー
２５ｃ（図２０参照）が操作された場合には、ネイルチップシート７上に全指別に合成爪
領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭線Ｒ１～Ｒ５等を印刷する印刷処理が行われる（図１３のステ
ップＳ８、図２９参照）。
　図１６は、印刷処理（図１３のステップＳ８）を示すフローチャートである。
　図１６に示すように、印刷制御部５１７は、ＲＡＭ５３から各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの
合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５を読み出す（ステップＳ３１）。
　制御部５１は、デザイン画像が指定（ユーザのより選択）されているか否かを判断し（
ステップＳ３２）、デザイン画像が指定されている場合（ステップＳ３２；ＹＥＳ）には
、各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭を示す線（輪郭線Ｒ１～Ｒ
５）と指定されたデザイン画像とをネイルチップシート７上に印刷する（ステップＳ３３
、図３１参照）。
　他方、デザイン画像が指定されていない場合（ステップＳ３２；ＮＯ）には、各対象指
Ｕ１～Ｕ５ごとの合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭を示す線（輪郭線Ｒ１～Ｒ５）のみを
ネイルチップシート７上に印刷する（ステップＳ３４、図３３参照）。
【００７１】
　印刷処理が終了すると、制御部５１は、印刷の終了及び印刷後の手順を示す案内画面を
表示部２６に表示させる。印刷後の手順としては、例えば、指保持部材６を第１の指挿入
部２０ａから抜き取る指示、合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭線Ｒ１～Ｒ５に沿ってネイ
ルチップシート７を切断して各指用のネイルチップ７０ａ～７０ｅ（図３１～図３３参照
）を作成する指示、切断済みの各指用のネイルチップ７０ａ～７０ｅの剥離層７３を剥が
して、ユーザの各指Ｕ１～Ｕ５に貼り付ける指示等がある。
【００７２】
　図３１は、ユーザによりデザイン画像が指定され、各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの合成爪領
域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭線Ｒ１～Ｒ５と指定されたデザイン画像とがネイルチップシート
７上に印刷された場合のネイルチップシート７と各指用のネイルチップ７０（親指用ネイ
ルチップ７０ａ、人差し指用ネイルチップ７０ｂ、中指用ネイルチップ７０ｃ、薬指用ネ
イルチップ７０ｄ、小指用ネイルチップ７０ｅ）を示したものである。
　図３２は、図３１のネイルチップシート７から切り離された５つの爪用のネイルチップ
７０（７０ａ～７０ｅ）を示したものである。
　また、図３３は、ユーザによりデザイン画像が指定されず、各対象指Ｕ１～Ｕ５ごとの
合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭線Ｒ１～Ｒ５のみがネイルチップシート７上に印刷され
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た場合のネイルチップシート７と各指用のネイルチップ７０（親指用ネイルチップ７０ａ
、人差し指用ネイルチップ７０ｂ、中指用ネイルチップ７０ｃ、薬指用ネイルチップ７０
ｄ、小指用ネイルチップ７０ｅ）を示したものである。
【００７３】
　以上、本実施形態によれば、爪先形状指定手段によって指定された爪先形状と爪長さ測
定部５１５ａにより測定された爪長さＨとに基づいて爪先延長画像Ｃを生成し、この爪先
延長画像Ｃを撮影部３０により取得された爪領域画像Ａの爪先部分に合成して、合成爪領
域画像Ｇを生成し、この合成爪領域画像Ｇの輪郭線Ｒをネイルチップシート７上に印刷す
る。このため、ユーザ自身の爪部Ｔよりも長い長さ寸法のネイルチップ７０を作成するこ
とができ、ユーザはこのネイルチップを切り取って自分の爪部Ｔ上に貼ることで、簡易に
長い爪にネイルアートを施して楽しむことができる。
　また、爪領域画像Ａ１～Ａ５に爪実寸幅Ｗｂを考慮して生成された爪幅付加画像Ｂ１～
Ｂ５を合成して合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５を生成し、この合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪
郭線Ｒ１～Ｒ５をネイルチップシート７上に印刷する。このため、湾曲形状をした爪部Ｔ
の形状に合ったネイルチップ７０ａ～７０ｅを作成することができ、完成したネイルチッ
プ７０ａ～７０ｅを隙間なく各指の爪部Ｔ全体に亘って貼り付けて、ネイルチップ７０ａ
～７０ｅによるネイルアートをきれいに仕上げることができる。
　また、撮影部３０は、複数の対象指Ｕについてそれぞれ爪部Ｔに対応する爪領域画像Ａ
１～Ａ５を取得するものであり、見かけ寸法測定部５１２は、各指ごとに平面視における
爪部Ｔの幅方向の見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５を測定し、爪実寸幅取得部５１３は、見かけ
寸法測定部５１２によって測定された各指ごとの爪部Ｔの見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５に対
応する爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５を取得する。そして、爪幅付加画像生成部５１４は、各指
ごとの爪部Ｔの爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５に対応する爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５を生成し、爪
先延長画像生成部５１５ｂは、各指ごとの爪先延長画像Ｃ１～Ｃ５を生成し、合成爪領域
画像生成部５１６は、この爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５をそれぞれ各指ごとの爪領域画像Ａ１
～Ａ５の左右側部に合成し、爪先延長画像Ｃ１～Ｃ５をそれぞれ各指ごとの爪領域画像Ａ
１～Ａ５の爪先部分に合成して合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５を生成する。そして、印刷制御
部５１７は、合成爪領域画像生成部５１６により合成された合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の
輪郭を印刷部４０によりネイルチップシート７上に印刷させるため、ユーザの爪部Ｔの長
さよりも長くかつその形状に合ったネイルチップ７０ａ～７０ｅを複数の対象指Ｕ１～Ｕ
５について同時に作成することができる。
　また、本実施形態において、見かけ寸法測定部５１２は、爪領域画像取得部である撮影
部３０により取得された爪領域画像Ａ１～Ａ５に基づいて爪部Ｔの幅方向Ｘの見かけ寸法
Ｗａ１～Ｗａ５を測定するものであるため、見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５を測定するために
別途部材を設ける必要がなく、簡易に見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５を測定することができる
。
　また、本実施形態において、爪幅付加画像生成部５１４は、爪部Ｔの爪実寸幅Ｗｂ１～
Ｗｂ５に爪部Ｔの長さ方向Ｙの寸法（爪長さＨ）をも加味して爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５を
生成する。このため、ユーザの爪部Ｔの爪長さＨに合致した長さ寸法の爪幅付加画像Ｂ１
～Ｂ５を生成しこれを爪領域画像Ａ１～Ａ５と合成することができる。これにより、より
一層ユーザの爪部Ｔの形状に合った合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５を生成することができ、完
成したネイルチップ７０ａ～７０ｅを爪部Ｔに隙間なく貼り付けることができる。
　また、本実施形態では、印刷しようとするデザイン画像を指定するデザイン指定手段を
備え、印刷制御部５１７は、デザイン指定手段により指定されたデザイン画像と合成爪領
域画像生成部５１６によって生成された合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭を示す線とをネ
イルチップシート７上に印刷させることができる。このため、デザイン画像入りのネイル
チップ７０ａ～７０ｅを簡易に作成することができる。
【００７４】
　なお、以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は、かかる実施形態に限定さ
れず、その要旨を逸脱しない範囲で、種々変形が可能であることは言うまでもない。
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　例えば、上記実施形態では、ネイルプリント装置１がデザイン指定手段を備え、デザイ
ンが指定されたときは指定されたデザインと合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭とを印刷す
る場合を例示しているが、デザイン指定手段を備えることは本発明の必須の構成ではない
。デザイン指定手段を備えず、合成爪領域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭を示す線のみをネイルチ
ップシート７に印刷する輪郭線印刷専用のネイルプリント装置であってもよい。
　例えば、模様付きのネイルチップシート７に印刷する場合には、ユーザが所望の模様が
付されたネイルチップシート７を選択して、爪部Ｔの輪郭を示す線のみを印刷する。そし
て、ユーザが印刷された輪郭線Ｒ１～Ｒ５に沿って切り取ることにより、模様付きのネイ
ルチップ７０を簡易に作成することができる。
　なお、ネイルチップシート７として各種の材質のもの（例えば光沢感のある素材、ラメ
入りの素材、スエード調の素材等）を用いたり、予めラインストーン等が貼り付けられた
ものを用意することにより、よりバリエーションのあるネイルチップを簡易に作成するこ
とができる。
　このように爪部Ｔの輪郭を示す線のみを印刷する場合には、ユーザが表示部２６上でデ
ザインを選択する手間を省くことができる。また、輪郭を示す線のみを印刷すればよいた
め、印刷に使用するインクも一色でよく、その使用量も少量ですむ。さらにネイルチップ
シート７自体に模様等を設けておけば、擦れたりした場合にインクによる印刷よりも絵柄
が剥がれにくい。
【００７５】
　また、本実施形態では、ネイルチップシート７として接着剤層７２を備えているものを
例示したが、ネイルプリント装置１で使用可能なネイルチップシート７はこれに限定され
ず、接着剤層７２を備えていないものであってもよい。
【００７６】
　また、本実施形態では、ネイルチップシート７に印刷した後、ユーザが自ら個々のネイ
ルチップ７０ａ～７０ｅを切り離す場合を例として示したが、例えば図３４に示すように
、印刷ヘッド４６の近傍等にカッター５等の切断手段を設けて、印刷ヘッド４６による印
刷動作終了後、このカッター５によりネイルチップシート７上に印刷されている合成爪領
域画像Ｇ１～Ｇ５の輪郭線Ｒ１～Ｒ５に沿って各ネイルチップ７０を自動的に切り離すよ
うに構成してもよい。この場合、制御部５１がカッター５等の切断手段を制御する切断制
御手段として機能する。なお、切断手段を設ける位置は図示例に限定されない。
　また、カッター５によりネイルチップシート７の全ての層を切り離すのではなく、剥離
層７３のみを残して切断するようにしてもよい。この場合には、切断後、ユーザはカッタ
ー５により切断された層（被印刷層７１、接着剤層７２）を剥離層７３から剥がし取るこ
とにより、接着剤層７２が露出した状態でネイルチップ７０をネイルチップシート７から
取り外すことができる。
　このように、ネイルチップ７０を自動的に切り離すように構成した場合には、ユーザの
手を煩わせることなく、より簡易迅速にネイルチップ７０を作成することができる。
【００７７】
　また、本実施形態では、４本指用の指保持部材６ａ、親指用の指保持部材６ｂの両方に
シート配置部６５を設ける構成としたが、シート配置部６５は４本指用の指保持部材６ａ
、親指用の指保持部材６ｂのいずれか一方に設けるものとしてもよい。
　また、例えば、４本指用の指保持部材６ａと親指用の指保持部材６ｂとでシート配置部
６５の深さを変えることにより、薄いネイルチップシート７を用いる場合、シートの上に
ラインストーン等が配置されて厚みのあるネイルチップシート７を用いる場合等、各種の
厚みのネイルチップシート７に対応できるようにしてもよい。
【００７８】
　また、本実施形態では、撮影部３０により取得された平面的な爪領域画像Ａ１～Ａ５に
基づいて爪部Ｔの幅方向Ｘの見かけ寸法Ｗａ１～Ｗａ５を測定し、この見かけ寸法Ｗａ１
～Ｗａ５に基づいて爪実寸幅Ｗｂ１～Ｗｂ５を取得して、爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５を生成
し爪領域画像Ａ１～Ａ５に合成することで、実際の爪幅に合ったネイルチップ７０を作成
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する場合を例示したが、実際の爪幅に合ったネイルチップ７０を作成する手法はこれに限
定されない。
　例えば、ネイルプリント装置に、爪部Ｔの表面全体の画像である表面領域画像を取得す
る表面領域画像取得手段を備え、この表面領域画像取得手段により取得された爪部の表面
領域画像の輪郭をネイルチップシート上に印刷させるように、印刷制御部が印刷部を制御
することによって実際の爪幅に合ったネイルチップ７０を作成する構成としてもよい。
【００７９】
　具体的には、例えば図３５に示すように、表面領域画像取得手段３００として、爪部Ｔ
の幅方向Ｘに延在するシャフト３０１に沿って幅方向Ｘに沿って移動可能な支持部材３０
２に２つの撮影手段３０３（カメラ）を配置する。このうち、第１の撮影手段３０３ａ（
カメラ）は、爪部Ｔを真上方向から平面的に撮影するものであり、１回の撮影において、
対象指Ｕの幅方向Ｘにおける撮影可能な範囲が、第１の指挿入部２０ａ内に挿入され得る
各種の対象指Ｕ（すなわち、親指Ｕ１～小指Ｕ５）を真上方向から見た平面視における爪
部Ｔの幅方向の見かけ寸法Ｗａ（図５（Ａ）、図５（Ｂ）参照）よりも大きいものとする
。また、第２の撮影手段３０３ｂ（カメラ）は、爪部Ｔを斜め方向から撮影するものとす
る。
　このように２つの撮影手段３０３（第１の撮影手段３０３ａ及び第２の撮影手段３０３
ｂ）を表面領域画像取得手段３００に備えることにより、爪部Ｔの表面領域を立体的に捉
えた画像を取得することができ、表面領域画像取得手段３００により取得された画像のみ
から湾曲した爪部Ｔの形状に合致した形状のネイルチップ７０を作成することができる。
　なお、表面領域画像取得手段３００は、爪部Ｔの立体的な表面形状を把握することので
きるものであればよく、ここに例示した構成に限定されない。
【００８０】
　ネイルプリント装置をこのような構成とした場合には、爪幅付加画像Ｂ１～Ｂ５の生成
及び爪領域画像Ａ１～Ａ５との合成等の処理を行う必要がないため、印刷にかかる処理時
間の短縮等を図ることができる。この場合には爪先延長画像Ｃは表面領域画像取得手段３
００により取得された画像の先端部に合成される。
【００８１】
　また、本実施形態では、図９（Ａ）、図９（Ｂ）に示すように、爪領域画像Ａ１、Ａ２
の左右両側部に爪幅付加画像Ｂ１、Ｂ２を付加した上で、爪領域画像Ａ１、Ａ２の幅と爪
幅付加画像Ｂ１、Ｂ２とを合わせた幅に対応した幅寸法の爪先延長画像Ｃ１、Ｃ２を生成
し、これらを合成して合成爪領域画像Ｇ１、Ｇ２を生成する場合を例としている。
　爪領域画像Ａ１、Ａ２と爪幅付加画像Ｂ１、Ｂ２と爪先延長画像Ｃ１、Ｃ２とを合成し
た合成爪領域画像Ｇ１、Ｇ２の形状は、図９（Ａ）、図９（Ｂ）に示すものに限定されず
、例えば図３６（Ａ）、図３６（Ｂ）に示すような形状でもよい。
　図３６（Ａ）、図３６（Ｂ）も、図９（Ａ）、図９（Ｂ）の場合と同様に、爪領域画像
Ａ１、Ａ２の左右両側部に爪幅付加画像Ｂ１、Ｂ２を付加した上で、爪領域画像Ａ１、Ａ
２の幅と爪幅付加画像Ｂ１、Ｂ２とを合わせた幅に対応した幅寸法の爪先延長画像Ｃ１、
Ｃ２を生成し、これらを合成して合成爪領域画像Ｇ１、Ｇ２を生成する場合を例としてい
る。
【００８２】
　しかしながら、爪幅付加画像Ｂ１、Ｂ２を付加した上で、これを爪領域画像Ａ等と合成
することは本発明の必須の要素ではなく、例えば、図３７（Ａ）、図３７（Ｂ）に示すよ
うに、爪領域画像Ａ１、Ａ２の幅に対応した幅寸法の爪先延長画像Ｃ１、Ｃ２を生成し、
爪領域画像Ａ１、Ａ２とこの爪先延長画像Ｃ１、Ｃ２とのみを合成して合成爪領域画像Ｇ
１、Ｇ２を生成してもよい。
【００８３】
　また、本実施形態では、ネイルプリント装置１が爪先形状選択手段を備え、爪先延長画
像生成部５１５ｂが、ユーザが選択した爪先形状に沿った爪先延長画像を生成するものと
したが、爪先延長画像生成部５１５ｂは、爪長さＨのみを考慮して爪先延長画像を生成し
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てもよい。
　このような構成とした場合には、爪先形状選択手段や、爪先形状のデータ等を備える必
要がなく、また、ユーザが自分で爪先形状を選択する手間を省くことができる。
【００８４】
　また、本実施形態では、爪幅付加画像生成部５１４が、爪実寸幅取得部５１３により取
得された爪実寸幅Ｗｂに基づいて爪幅付加画像Ｂを生成する場合を例として説明したが、
爪幅付加画像生成部５１４が爪幅付加画像Ｂを生成する手法はこれに限定されない。例え
ば、爪幅付加画像生成部５１４が、見かけ寸法測定部５１２によって測定された爪部Ｔの
見かけ寸法Ｗａに一定の値を加算した上で、見かけ寸法Ｗａに対応する爪幅付加画像Ｂを
生成してもよい。
　このような構成とした場合には、爪実寸幅取得部５１３による爪実寸幅を取得する処理
が不要となり、印刷にかかる処理時間の短縮等を図ることができる。
【００８５】
　また、本実施形態では、人差し指Ｕ２から小指Ｕ５までを一度に印刷指挿入部２０ａに
挿入して撮影を行い、爪画像変形処理との各種処理を各指別に行うことができる場合を例
示しているが、ネイルプリント装置は、複数の指について同時に処理できるものに限定さ
れず、各指について１本ずつ処理を行うものであってもよい。
【符号の説明】
【００８６】
１　　ネイルプリント装置
２　　ケース本体
４　　蓋体
５　　カッター
６　　指保持部材
６ａ　４本指用の指保持部材
６ｂ　親指用の指保持部材
７　　ネイルチップシート
１０　プリント装置本体
２０ａ　　印刷指挿入部
２０ｂ　　非印刷指挿入部
２０ｃ　　掴み部（隔壁）
２０　　印刷指固定部
３０　　撮影部
３２　　カメラ
３３　　照明灯（ＬＥＤ）
４０　　印刷部
５０　　制御装置
５１　　制御部
５２　　ＲＯＭ
５３　　ＲＡＭ
６０　　保持部材本体
６１　　指挿入孔
６２　　指仕切部
６３　　爪部露出孔
６５　　シート配置部
７０　　ネイルチップ
５１０　爪先形状設定部
５１１　デザイン設定部
５１１　デザインデータ保持部
５１２　見かけ寸法測定部
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５１３　爪実寸幅取得部
５１４　爪幅付加画像生成部
５１５ａ　爪長さ測定部
５１５ｂ　爪先延長画像生成部
５１６　合成爪領域画像生成部
５１７　印刷制御部
５１８　表示制御部
Ａ１～Ａ５　爪領域画像
Ｂ１～Ｂ５　爪幅付加画像
Ｇ１～Ｇ５　　　合成爪領域画像
Ｒ１～Ｒ５　　　輪郭線
Ｔ（Ｔ１～Ｔ５）　　　爪部
Ｕ（Ｕ１～Ｕ５）　　対象指
Ｎ　　非対象指
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